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花
　
　
火�

・�

昨
年
同
様
、
５
日（
土
）に
「
ま
ち
な
か
音

楽
花
火
」、
６
日（
日
）に
「
大
花
火
大
会
」

を
実
施
予
定
。

・�「
ま
ち
な
か
音
楽
花
火
」は
雨
天
中
止
、「
大

花
火
大
会
」
は
雨
天
の
場
合
は
翌
７
日

（
月
）に
順
延
す
る
。

 

大
民
謡
流
し�

・�

例
年
通
り
、「
柾
谷
小
路
～
萬
代
橋
～
万
代

橋
通
り
～
東
大
通
」と「
万
代
町
通
り
」で

実
施
。

・�

本
町
６
番
町
に
「
本
部（
中
）舞
台
」、
流

作
場
５
差
路
に
「
東
舞
台
」
を
設
置
す
る

ほ
か
、
万
代
町
通
り
に
も
舞
台
を
設
置
。

 

住
吉
行
列�

・�

今
年
の
供
奉
は
、
昨
年
同
様
、
八
番
組
と

江
東
地
区
実
行
委
員
会
、
南
壱
番
組
。

・�

昼
食
場
所
は
旧
入
船
小
学
校
か
ら
日
和
山

小
学
校
新
校
舎（
旧
栄
小
学
校
）に
変
更
を

想
定
。
そ
れ
に
伴
い
順
路
も
変
更
と
な
る

予
定
。

 

水
上
渡
御�

・�

５
日（
土
）に
実
施
す
る
水
上
渡
御
の
御
座

船
は
、
水
産
物
物
揚
場
を
12
時
40
分
頃
発

船
し
、
着
船
は
本
間
組
事
務
所
付
近
の
柳

島
岸
壁
に
13
時
30
分
頃
を
予
定
。

 

万
代
太
鼓
・
芸
妓�

・�

５
日（
土
）、６
日（
日
）の
パ
レ
ー
ド
で
は
、

山
車
・
万
代
太
鼓
ト
ラ
ッ
ク
10
台
、
約
20

団
体
が
参
加
予
定
。

・�

５
日（
土
）は
古
町
７
・
旧
大
和
前
で
の
路

上
演
奏
、
市
民
み
こ
し
で
の
随
行
演
奏
を

予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
３
日（
木
）、
４
日

（
金
）に
は
新
潟
駅
万
代
口
で
ふ
れ
太
鼓
を

演
奏
す
る
。

・�

古
町
芸
妓
は
、
柳
都
・
地
方
芸
妓
合
わ
せ

て
25
名
が
、
例
年
同
様
、
パ
レ
ー
ド
と
お

祭
り
広
場
に
参
加
予
定
。

 

キ
ラ
キ
ラ
パ
レ
ー
ド
・
お
祭
り
広
場�

・�

キ
ラ
キ
ラ
パ
レ
ー
ド
は
５
日（
土
）の
午
前
、

柾
谷
小
路
か
ら
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
前
ま
で

を
計
画
し
て
い
る
。

・�

お
祭
り
広
場
は
、
５
日（
土
）、
６
日（
日
）

に
万
代
シ
テ
イ
で
開
催
。

 

市
民
み
こ
し�

・�

例
年
同
様
、
江
戸
囃
子
、
江
戸
木
遣
り
、

子
供
纏
、
大
人
纏
、
子
供
手
古
舞
、
大
人

手
古
舞
、
子
供
神
輿
、
大
人
神
輿
７
基
。

古
町
10
番
町
を
16
時
に
発
進
。
柾
谷
小
路

で
の
６
分
間
・
２
回
の
通
行
止
め
を
経
て
、

白
山
神
社
最
後
尾
到
着
が
19
時
。
宮
入
り

は
19
時
20
分
を
予
定
。

「
真
夏
の
祭
典
」
集
客
１
０
０
万
人
へ
向
け
始
動

～ 

新
潟
ま
つ
り
第
１
回
全
体
会
議 

～

　

平
成
29
年
新
潟
ま
つ
り（
８
月
４
日（
金
）、
５
日（
土
）、
６
日（
日
）に
開
催
）の
第
１
回
全

体
会
議
を
、
４
月
26
日
に
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
警
察
署
や
国
、
県
、
市
な
ど
の
関

係
機
関
、
交
通
機
関
、
ま
つ
り
各
部
の
担
当
者
な
ど
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
潟
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
当
所
福
田
会
頭
は
、
開
会
に
あ
た
り
、「
今
年
も
多
く
の
市

民
や
観
光
客
の
皆
様
が
街
に
繰
り
出
し
、
引
き
続
き
１
０
０
万
人
の
大
台
を
超
え
ら
れ
る
よ

う
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
各
行
事
の
担
当
者
か
ら
、
実
施
に
関
す
る
計

画
や
方
針
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
報
告
内
容
は
下
記
の
通
り
で
す
。

第１回新潟まつり全体会議のようす

新潟まつり ご協賛のお願い
　新潟まつりの花火大会や各種行事は、企業の皆様方から
のご協賛によって支えられております。
　今年の新潟まつりを盛大に盛り上げるため、より多くの
皆様方からご協賛を賜りますようお願い申し上げます。
　ご協賛いただける方は下記事務局までご一報ください。
協賛方法など詳細をご案内させていただきます。
　協賛金は広告宣伝費として経費算入が認められており、
ご協賛いただいた方の御芳名は新聞折込配布の「新潟ま
つり新聞」と新潟まつりのホームページに掲載させてい
ただきます。

新潟まつり実行委員会（新潟商工会議所） TEL�290-4411
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春
爛
漫
！
信
濃
川
ク
ル
ー
ズ
で

船
上
か
ら
桜
を
堪
能

　

信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
を
利
用
し

て
信
濃
川
両
岸
に
咲
く
桜
を
鑑
賞
す
る
会
員

限
定
企
画
の「
信
濃
川
お
花
見
ク
ル
ー
ズ
」を

４
月
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
好
評
を
受
け
、
３
度
目
の
開

催
と
な
っ
た
今
回
は
、
33
名
の
方
が
参
加
し

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
企
画
は
、
信
濃
川
下
流
か
ら
新
潟
市
民

芸
術
文
化
会
館
（
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
）
付
近
ま

で
を
周
遊
す
る
も
の
で
、
新
潟
市
歴
史
博
物

館
（
み
な
と
ぴ
あ
）
で
は
下
船
し
て
桜
の
下

を
散
策
し
ま
し
た
。
桜
は
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ

を
迎
え
て
お
り
、
参
加
者
は
い
つ
も
と
違
っ

た
視
点
で
、
船
上
か
ら
の
お
花
見
も
楽
し
み

ま
し
た
。

　

船
内
で
は
同
席
と
な
っ
た
参
加
者
同
士
の

会
話
も
弾
み
、２
時
間
の“
船
旅
”は
会
員
交
流

に
お
い
て
も
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

『
２
０
１
７
に
い
が
た

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
』を
開
催
！

　

新
潟
市
雇
用
促
進
協
議
会（
当
所
・
新
潟
市
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
潟
・
新
潟
市
内
の
企
業
等

３
５
４
社
で
構
成
）
は
、
３
月
27
日
に
朱
鷺

メ
ッ
セ
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
来
春
卒

業
予
定
の
大
学
生
と
平
成
27
年
３
月
以
降
大

学
等
卒
業
者
（
卒
業
後
３
年
以
内
既
卒
者
）

を
対
象
と
し
た
「
大
学
等
合
同
企
業
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
企
業
74
社
が
参
加
。
会
場

を
訪
れ
た
学
生
（
大
学
生
等
合
計
81
人
）
は
、

精
力
的
に
各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
廻
り
、
真
剣

な
表
情
で
採
用
担
当
者
の
説
明
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
県
内
の
今
春
新
規
卒
業
者
の
就
職

率
（
平
成
29
年
３
月
末
現
在
）
は
、
高
校
生

が
昭
和
60
年
以
来
32
年
ぶ
り
に
１
０
０
％
と

な
り
、
大
学
生
等
が
平
成
４
年
以
来
25
年
ぶ

り
に
96
％
を
超
え
る
な
ど
、
高
校
・
大
学
と

も
に
上
昇
し
ま
し
た
。

社
会
人
の
基
礎
を
習
得
！

～
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
～

　

４
月
11
日
に
、今
春
新
た
に
社
会
人
と
な
っ

た
方
々
を
対
象
に
『
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１
０
２
名
。

　

当
日
は
、
コ
ン
サ
ル
サ
バ
代
表
で
教
育
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
田
村 

ア
イ
子
氏
が
、

新
入
社
員
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
ス
キ
ル

に
つ
い
て
、実
践
を
交
え
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
名
刺
交
換
や
挨
拶
の
仕
方
を

学
び
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
必
要
な
能
力
を
研
修
し
た
ほ
か
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
報
・
連
・
相
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
敬
語
の
正
し
い
使
い

方
が
身
に
付
い
た
」「
電
話
応
対
の
マ
ナ
ー

が
勉
強
に
な
っ
た
」「
口
調
や
動
作
な
ど
細

か
い
部
分
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
渡
世
界
遺
産
登
録
を
Ｐ
Ｒ
！

『
き
て
、み
て
、に
い
が
た 

お
も
て
な
し

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
７
in
黒
埼
Ｐ
Ａ
』

　

当
所
で
は
、
４
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
東

日
本
高
速
道
路
㈱
新
潟
管
理
事
務
所
主
催
の

「
き
て
、
み
て
、
に
い
が
た 

お
も
て
な
し
イ

ベ
ン
ト
２
０
１
７
in
黒
埼
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
」
に
ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し
た
。

　

当
所
の
ブ
ー
ス
で
は
、
佐
渡
金
銀
山
の
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
る
た

め
、
新
潟
県
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
の
協
力

を
得
て
、
佐
渡
で
も
お
な
じ
み
の
金
塊
つ
か

み
ゲ
ー
ム
や
佐
渡
金
銀
山
を
テ
ー
マ
に
し
た

応
援
ソ
ン
グ
の
放
映
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
の
多
く
の
高
速
道
路
利

用
者
が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

市内の夕景と桜を船から望む

名刺交換を実演しながら解説する田村氏

家族連れに好評だった金塊つかみゲーム

採用担当者から説明を受ける就活生


